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町 の 人 口 

（昭和58年5月31日現在） 

前月比較 

3,975 (+7 ) 

屯2関（-2 ) 

8,260 (+ 5 ) 

世帯主 2,664 (+1 ) 

男

女

計

 

方城町議会議長 

山口忠市氏 

町
議
会
議
長
に
、
山
口
忠
市
氏
、
 

副
議
長
に
白
石
藤
雄
氏
が
就
任
 

四
月
二
十
六
日
、
統
一
地
方
選
挙
に
 

お
い
て
十
八
名
の
新
町
議
会
議
員
が
誕
 

生
し
ま
し
た
。
 

今
後
の
四
年
間
、
財
政
再
建
団
体
と
 

い
う
難
局
の
中
で
の
議
会
運
営
を
し
て
 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
四
月
 

三
〇
日
午
前
十
時
か
ら
方
城
町
役
場
議
 

会
議
事
堂
に
お
い
て
、
当
選
証
書
の
授
 

与
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

ま
た
初
議
会
で
議
長
に
山
口
忠
市
氏
 

副
議
長
に
白
石
藤
雄
氏
が
選
出
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

各
常
任
委
員
会
の
構
成
は
別
掲
の
と
 

お
り
で
す
。
 

、
 

方城町議会副議長 

白石藤雄氏 

選管より当選証書授与式 

議
長
就
任
に
あ
た
り
 

こ
の
た
び
町
議
会
の
ご
声
援
を
賜
り
 

ま
し
て
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
山
 

口
忠
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
 

学
非
才
な
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
員
 

各
位
の
温
か
い
助
言
な
り
、
お
教
示
を
 

戴
き
な
が
ら
初
心
に
返
っ
て
議
会
運
営
 

面
に
あ
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
過
 

去
4

年
間
私
な
り
懸
命
に
議
長
と
し
て
 

の
職
責
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
た
つ
も
 

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
振
返
っ
て
航
跡
 

を
見
る
と
き
、
果
し
て
舵
取
り
に
誤
ち
 

は
無
か
っ
た
か
を
深
く
反
省
し
、
こ
れ
 

か
ら
の
指
針
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
時
 

あ
た
か
も
方
城
町
は
赤
字
再
建
団
体
と
 

い
う
有
史
以
来
最
大
の
難
局
に
当
面
し
 

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
難
関
に
は
 

町
執
行
部
、
議
会
は
無
論
の
こ
と
、
町
 

民
の
方
々
と
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
立
向
 

わ
な
け
れ
ば
長
い
赤
字
再
建
と
い
う
ト
 

ン
ネ
ル
を
貫
通
さ
せ
る
事
は
出
来
な
い
 

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
町
が
 

赤
字
財
政
と
な
っ
た
す
べ
て
の
責
任
は
 

町
執
行
部
は
当
然
の
こ
と
、
議
会
に
も
 

そ
の
責
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
が
、
果
し
て
そ
れ
の
み
か
と
な
る
 

と
や
は
り
為
政
者
は
常
に
町
民
の
方
々
 

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
な
り
を
取
り
入
 

れ
て
諸
施
策
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

ず
、
他
面
で
は
県
や
国
の
諸
施
策
面
で
 

の
し
わ
よ
せ
が
弱
体
な
町
財
政
面
に
更
 

に
火
に
油
を
注
ぐ
結
果
と
な
っ
て
現
実
 

の
姿
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
来
た
の
も
そ
 

の
要
因
の
ー
つ
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
 

こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
は
内
に
お
い
て
は
 

自
助
努
力
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
で
し
 

ょ
う
し
、
外
に
向
け
て
は
最
大
限
の
努
 

力
を
惜
ん
で
は
な
ら
ん
と
、
強
く
肝
に
 

銘
じ
、
諸
施
策
面
で
の
対
応
は
公
正
無
 

私
で
是
は
是
、
非
は
非
の
立
場
で
臨
み
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
に
し
て
副
 

議
長
に
は
人
格
識
見
共
に
兼
備
え
ら
れ
 

て
い
る
白
石
藤
雄
氏
を
お
迎
え
し
て
お
 

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
と
も
ど
も
よ
ろ
し
 

く
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を
賜
わ
り
ま
す
よ
 

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

町
民
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
 

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 



, 昭和58年7月1日 （2) ●つ よ じ
 

》つ ほ
 

広 報 
、 

／第137号 報
 

広
 

(3) 昭和58年7月1日 広 報 ほ う じ ょ う 第137 号 ●つ よ
 

じ
 

？つ ほ
 

日
 

1
‘上 月

 
[I 

(S58. 5. 11 現在） 方城町議会 常任委員会委員名簿 

総務委員会 （定数6人） 文教厚生委員会（定数6人） 産業建設委員会（定数6人） 

職 名 氏 名 住 所 職 名 氏 名 住 所 職 名 氏 名 住 所 

委員長 仲村 生雄 伊方 
4237の3 委員長 原田 文義 

伊方 
1814 委員長 長尾 詳郎 

伊方 
1273 

副委員長 木村 茂 
伊方 
2258の1 副 員長 竹下 末弘 

伊方 
3009 副委員長 稲富 規 

弁城 
4027 

委 員 高津 新 
伊方 
278 委 員 原田 政幸 

弁城 
2315の2 

委 員 中村 勝彦 
弁城 
4532Q 

委 員 堀江 克己 
伊方 
44 7 6Q8 委 員 谷口 弘 

伊方 
352 委 員 原田 富夫 

弁城 
2525の1 

委 員 中村 政春 
弁城 
2053 委 員 久富 武士 伊方 

2090の2 委 員 仲島富士雄 伊方 
2866 

議 長 山口 忠市 
伊方 
2536 副議長 白石 藤雄 

伊方 
2696 

監 査 田中 道夫 
伊方 
4680 

3． 方城町消防委員会委員 

白石 藤雄，仲島富士雄 

4． 方城町同和地区住宅新築資金等審議会 
委員 
堀江克己,久富武士,中村勝彦 

5． 方城町工場設置奨励審議会委員 

木村 茂,田中 道夫 

谷口 弘，中村 勝彦 

原田 政幸 

1． 特別委員会 2． ー部事務組合議会議員 

。鉱害対策特別委員会 6 人 。下田川衛生組合議会 

谷口 弘 

。田川地区伝染病院組合議会 

原田 文義 

。田川地区消防組合議会 

高津 新 

。田川地区斎場組合議会 

原田 富夫 

(b 

中村 政春 

竹下 末弘 

原田 政幸 

稲富 規 

堀江 克己 

仲島富士雄 

委員長 

副委員長 

委 員 

委 員 

委 員 

委 員 

能
面
彫
、
講
座
の
ご
案
内
 

木
彫
り
の
能
面
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
 

か？・ 

金
剛
流
能
面
作
師
 
高
島
錦
陽
 

・
散
式
林
 

轟
粛
ー
 

完成 し た能面 

先
生
が
は
じ
め
て
木
彫
り
に
取
組
ま
れ
 

る
方
に
も
、
わ
か
り
易
く
教
え
て
下
さ
 

い
ま
す
。
面
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
 

3
1
5

ケ
月
で
、
本
格
的
な
能
面
が
出
 

来
上
り
ま
す
。
入
会
希
望
の
方
は
七
月
 

末
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
下
き
 

い
。
人
数
が
ま
と
ま
り
次
第
開
講
し
ま
 

す
。
毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
半
よ
り
2
 

時
間
。
 

場
所
 
久
富
プ
ロ
パ
ン
宅
 

会
費
 
月
四
〇
〇
〇
円
 

な
お
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で
お
 

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

B
ー
ユ
う
D
ぺ
雀
を
専
重
J

、
主
工
刊
D
な
い
町
づ
く
り
を
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
 

ー

 
福
岡
県
下
い
っ
せ
い
に
実
施
J
 

ー
 
七
月
一
日
 
ー
三
十
一
日
L
 

私
た
ち
は
常
に
平
和
で
文
化
的
な
生
 

正
し
く
認
識
し
、
理
解
を
深
め
て
差
別
 

活
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
 

を
な
く
す
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
 

し
な
が
ら
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
い
 

て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
 

ろ
ん
な
形
で
の
人
権
侵
害
や
、
不
当
な
 

ら
、
毎
年
七
月
一
日
ー
三
十
一
日
を
「
 

差
別
が
み
ら
れ
、
な
か
で
も
部
落
差
別
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、
 

は
今
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
根
強
く
残
 

積
極
的
に
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
 

り
、
同
和
地
区
の
人
々
の
幸
福
へ
の
願
 

し
た
o
 

い
を
大
き
く
阻
ん
で
い
ま
す
。
 

方
城
町
で
は
、
本
年
度
の
同
和
問
題
 

同
和
教
育
の
早
急
な
解
決
は
、
行
政
 

啓
発
強
調
月
間
の
行
事
計
画
を
次
の
と
 

の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
的
課
 

お
り
計
画
致
し
ま
し
た
o
 

題
で
あ
り
ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
 

県
、
及
び
市
町
村
は
、
同
和
問
題
を
 

を
お
願
い
致
し
ま
す
o
 

!

I
'
'
'
I
ー
 

‘
（
 

・
●
ー
ー
‘
・
！
ー
 

》
 

ー
 

同
和
問
題
意
識
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
 

福
岡
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ま
の
 

ご
協
力
の
も
と
、
差
別
の
な
い
明
る
い
 

社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
、
各
種
 

の
同
和
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
こ
の
た
び
、
福
岡
県
が
従
来
 

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
同
和
対
策
事
業
 

を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
大
切
 

な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
 

て
き
た
る
、
八
月
一
日
よ
り
九
月
三
〇
 

日
の
間
「
同
和
問
題
意
識
調
査
」
を
実
 

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
は
、
県
下
の
有
権
者
の
中
 

か
ら
無
作
為
に
よ
り
、
九
千
名
を
抽
出
 

し
、
調
査
票
を
直
接
本
人
あ
て
郵
送
す
 

る
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
に
 

つ
い
て
は
、
今
回
の
統
計
資
料
に
の
み
 

使
用
す
る
も
の
で
す
。
 

も
し
、
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
 

場
合
に
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
 

縮
で
す
が
、
こ
の
調
査
の
主
旨
を
ご
理
 

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 な
お
、
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
 

わ
せ
は
左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

福
岡
県
民
生
部
同
和
対
策
局
調
整
課
 

〒
8
1
2
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
 

番
七
号
、
T
E
L
 

〇
九
二
・
六
五
一
 

・
一
一
一
一
 

（
内
線
二
九
一
二
）
 

昭和58年度方城町同和問題啓発強調月間行事計画表 

七
月
一
一
十
八
日
 

（
木
曜
）
 

七
月
一
一
十
七
日
 

（
水
曜
）
 

七
月
一
一
十
五
日
 

（
月
曜
）
 

七
月
一
一
十
四
日
 

（
日
曜
）
 

七
月
 

二
〇
日
 

（
水
曜
）
 

七
月
 

十
六
日
 

（
土
曜
）
 

七
月
 

十
一
日
 

（
月
曜
）
 

七
月
 

十
日
 

（
日
曜
）
 

七
月
 

九
日
 

（
土
曜
）
 

七
月
 

六
日
 

（
水
曜
）
 

七
月
 

」ハ日 

（
水
曜
）
 

七
月
 

一一日 

（
土
曜
）
 

七
月
 

一
日
 

（
金
曜
）
 

実
施
月
日
 

方
城
町
青
年
団
研
修
会
 

19
 

・

 

3～
 

ー

 

21
 

・

 

3~
 

同
和
教
育
講
演
会
 

（
県
主
催
）
 

行
政
職
員
研
修
 

9

・ 
30
 

ー
 11
 

・ 
3~
 

13
 

・

 

3～
 

ー

 

15
 

・

 

3~
 

集
会
所
事
業
生
徒
学
習
会
（
映
画
）
 

10
 

・

 

0

9

 1～
 ・ 

3~
 

長
寿
学
級
研
修
会
 

10
 

・

 

00
 

ー

 

12
 

・

 

～~
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
研
修
会
（
伊
方
地
区
）
 

13
 

・

 

3～
 

ー

 

15
 

・

 

3~
 

社
会
教
育
学
級
（
茶
道
）
研
修
会
 

19
 

・

 

3～
 

ー

 

21
 

・

 

3~
 

講
 

演
 

会
 10

 
・

 

～～
 

ー

 

12
 

・

 

～~
 

就
学
前
教
育
部
会
、
学
校
教
育
部
会
、
 

合
同
研
修
会
 

114 

・ 
～～
 

ー
 16
 

・ 
～~
 

町
婦
人
会
幹
部
研
修
会
 

10
 

・

 

o

ー

 

12
 

・

 

～~
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
研
修
会
（
弁
城
地
区
）
 

20
 

・

 

～～
 

ー

 

22
 

・

 

～~
 

R
K
B
毎
日
テ
レ
ビ
 

映
画
 

10 

時
 30 

分
ー
 11 

時
 24
 

街
 
頭
 
啓
 

発
 

行
 
事
 
概
 
要
 

町
 

・ 

青
 
年
 

団
 

県
 

民
 

行
 

政
 

職
 

員
 

生
花
・
茶
道
学
級
生
 

長
 
寿
 
学
 
級
 

生
 

町

婦

人

会

幹

部

 

学
 

級
 

生
 

町
 

民
 

部
 

会
 

員
 

町

婦

人

会

幹

部

 

学
 

級
 

生
 

県
 

民
 

町
 

民
 

参
加
対
象
者
 

中
 
央
 
公
 
民
 

館
 

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

ガ
 

ガ
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

伊
 
方
 
小
 
学
 
校
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

体
 

育
 

館
 

中
央
公
民
館
大
会
議
室
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

上

弁

城

公

民

館

 

町
 

内
 

場
 

所
 

能面を彫る高島錦陽先生 



》つ 昭和弱年7月1日 （4) 》つ ほ う じ ょ 報
 

広
 

第137 号 第137 ●つ よ じ
 

「つ 報
 

広
 

(5） 昭和58年7月1日 広 報 ほ 

第
十
三
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

優
勝
は
職
員
区
常
会
H
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
十
五
日
（
日
 

曜
日
）
第
十
三
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

大
会
が
開
催
さ
れ
、
職
員
区
が
見
事
優
 

勝
旗
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
 

昨
年
に
ひ
き
続
き
一
週
間
順
延
し
て
 

の
こ
の
日
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
し
 

た
が
、
午
前
八
時
、
必
勝
を
期
し
て
続
 

々
と
集
合
し
た
二
十
八
チ
ー
ム
は
、
開
 

会
式
の
あ
と
、
三
会
場
（
町
民
グ
ラ
ン
 

ド
、
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
九
州
日
立
マ
 

ク
セ
ル
グ
ラ
ン
ド
）
、
四
パ
ー
ト
で
、
 

そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

初
戦
か
ら
ニ
ケ
タ
得
点
を
獲
得
し
た
 

職
員
区
常
会
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
発
輝
 

し
、
優
勝
戦
で
は
後
谷
常
会
を
7
対
2
 

で
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。
 

第13回町民ソフトボール大会組合せ表 

日
 

《hJ 昭和58年5 月1 

2 
区
 

員

j

 

職
 7 

7 
Dパート 

中学校グランド 

不
戦
負
 

18
 

n
‘〕 

!hu （
ジ
ャ
ン
ケ
ン
）
 

2
不
戦
負
 

1
 

30
 

春
 

田
 

29
 

草
場
（
棄
権
）
 

28
 

東
 

区
 

27
 

浄
 

万
 

寺
 

26
 

犬
 

星
 

25
 

見
 

六
 

24
 

宝
 

珠
 

23
 

前
 

村
 

4 

1 

n
叫〕 

6 
Cパート 

日立グラン 

Q
〕 

14
 

す
 

1
 

22
 

山
 

ノ
 

手
 

21
 

東

長

浦

団

地

 

20
 

東
 

古
 

門
 

19
 

湧
 
関

団

 地
 

18
 

萩
 

ケ
 

原
 

17
 

後
 

谷
 

16
 

八
 

幡
 

町 

0 

7 
Bパート 

町民グランド 

（テニスコート 

側） 
2 0 

一

6

 

」

5

 

〔く〕 

『

一

 

1
 

【hJ 

。。 

1
一 

8 9 10 11 12 13 14 15 
久 迫 中 中 鶴 上 松 職 

古 ケ 弁 員 

門 原 丘 城 原 区 六
 

2 
~一 

1 

6 
A パート 

町民グランド 

11 

つ
乙
 宝

 「1

不
戦
負
 

お
互
い
の
人
権
を
鳶
重
し
、
差
別
の
な
い
旺
（
J

く
り
を
 

福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
実
施
ノ
・
 

五
月
二
十
六
日
、
昭
和
五
十
八
年
度
 

福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
を
、
京
都
郡
苅
 

田
町
で
実
施
、
当
町
消
防
団
幹
部
十
名
 

が
防
災
訓
練
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

ヘリコプターによる救助訓練 

九
時
四
〇
分
開
会
式
の
あ
と
、
奥
田
 

福
岡
県
知
事
総
指
揮
下
の
も
と
に
防
災
 

訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
（
協
力
）
機
関
、
団
体
は
、
福
 

岡
管
区
気
象
台
、
門
司
海
上
保
安
部
、
 

陸
上
自
衛
隊
第
四
師
団
、
苅
田
町
、
他
 

多
数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た
 

素
晴
ら
し
い
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

気
象
情
報
伝
達
訓
練
、
非
常
無
線
通
 

信
訓
練
、
水
防
工
法
訓
練
、
救
護
訓
練
、
 

防
疫
訓
練
、
孤
立
者
救
助
訓
練
、
水
防
 

築
堤
訓
練
、
油
火
災
消
火
訓
練
等
三
十
 

七
と
お
り
の
訓
練
が
次
々
と
行
わ
れ
、
 

見
学
に
来
て
い
た
県
下
の
消
防
（
水
防
 

）
団
関
係
者
約
千
人
は
、
雨
期
を
目
前
 

に
ひ
か
え
、
防
災
訓
練
の
重
要
さ
を
改
 

め
て
認
識
し
、
防
災
に
つ
い
て
市
民
（
 

町
民
）
 
の
た
め
に
全
精
力
を
つ
ぎ
込
ん
 

で
奉
仕
す
る
事
も
誓
い
あ
い
ま
し
た
。
 

方
城
町
部
落
解
放
研
究
会
発
足
 

4
月
 27
 

日
午
後
5
時
か
ら
、
方
城
町
 

部
落
解
放
史
調
査
研
究
会
発
令
式
が
、
 

町
教
育
委
員
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

部
落
解
放
の
運
動
は
、
自
由
と
平
等
 

と
正
義
と
が
侵
さ
れ
続
け
て
き
た
人
達
 

の
熱
い
闘
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
も
う
 

半
世
紀
を
越
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

そ
の
進
展
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
か
 

え
っ
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
、
私
達
に
 

多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
、
原
点
に
返
 

っ
た
中
で
の
と
り
く
み
が
今
問
わ
れ
て
 

き
て
い
ま
す
。
 

特
に
部
落
史
、
部
落
解
放
運
動
史
の
 

科
学
的
な
跡
づ
け
、
史
資
料
の
収
集
、
 

整
理
、
埋
も
れ
つ
つ
あ
る
歴
史
の
ほ
り
 

お
こ
し
等
の
分
野
の
取
り
組
み
が
、
た
 

ち
お
く
れ
て
お
り
ま
す
。
 

被
差
別
部
落
の
生
成
、
部
落
解
放
運
 

東
芝
E
M
I
 

東
小
百
合
、
歌
謡
シ
ョ
ー
開
催
 

動
の
歩
み
、
解
放
教
育
運
動
の
発
展
等
 

に
か
か
わ
る
史
実
を
調
整
、
研
究
し
、
 

そ
の
成
果
を
広
く
全
町
民
の
も
と
に
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
落
の
完
全
解
放
 

を
目
指
そ
う
、
と
い
う
目
的
の
も
と
に
 

こ
の
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
方
城
連
協
の
岩
崎
書
記
長
の
 

あ
い
さ
つ
の
あ
と
。
福
岡
部
落
研
究
会
 

え
い
ゆ
う
 

の
「
原
口
頴
雄
」
先
生
の
講
演
「
部
落
 

解
放
史
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
」
が
 

あ
り
、
十
数
名
の
会
員
は
当
町
の
部
落
 

解
放
史
調
査
の
参
考
に
す
べ
く
、
熱
心
 

に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
 

熱唱する東小百合さん 
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野 丸 新 
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新
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町
 

山
 

添
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門

 団
 
地
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広
谷
（
棄
権
）
 

1

西
 

古
 

門
 

5
月
 21
 

日
午
後
7
時
か
ら
 10 

時
ま
で
 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
奈
木
野
克
富
会
長
）
 

主
催
に
よ
る
、
東
芝
E
M
I
専
属
歌
手
 

東
小
百
合
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
カ
ラ
ォ
ケ
愛
好
会
、
お
よ
び
 

ポ
ー
ラ
化
粧
品
方
城
営
業
所
か
ら
そ
れ
 

ぞ
れ
自
慢
の
ノ
ド
を
 12
 

名
の
か
た
が
た
 

が
た
が
ひ
ろ
う
。
続
い
て
東
小
百
合
さ
 

ん
が
あ
で
や
か
な
着
物
姿
で
、
デ
ビ
ュ
 

ー
曲
「
あ
な
た
が
好
き
よ
」
他
数
曲
を
 

唄
い
ま
し
た
。
 

続
々
と
詰
め
か
け
た
約
5
0
0

人
の
 

観
客
は
、
小
節
の
き
い
た
素
晴
ら
し
い
 

唄
声
に
し
ば
し
時
を
忘
れ
聞
き
入
っ
て
 

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
舞
台
の
合
間
に
木
戸
多
加
子
 

さ
ん
の
唄
と
、
木
村
希
美
さ
ん
の
踊
り
 

（
い
づ
れ
も
小
学
生
）
の
素
晴
ら
し
さ
 

が
い
っ
そ
う
こ
の
歌
謡
シ
ョ
ー
の
雰
囲
 

気
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
 

方
城
で
唄
え
ば
人
気
が
出
る
、
と
い
 

う
ジ
ン
ク
ス
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
 

北
島
三
郎
と
一
緒
に
方
城
で
唄
っ
た
山
 

本
譲
二
も
、
方
城
公
演
後
た
ち
ま
ち
、
 

「
み
ち
の
く
】
人
旅
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
 

ま
し
た
。
 

な
お
入
場
料
は
無
料
。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
？
 

七
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の
第
一
期
 

分
（
四
月
、
五
月
、
六
月
分
）
の
納
付
 

期
限
で
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
厚
生
年
金
 

な
ど
の
保
険
料
が
給
料
か
ら
天
引
き
さ
 

れ
る
の
と
異
な
り
、
自
分
で
納
め
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

保
険
料
の
納
付
が
滞
り
ま
す
と
、
金
 

額
が
多
く
な
り
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
 

し
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
 

時
効
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
 

く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
未
納
の
期
間
が
あ
り
ま
す
と
 

不
慮
の
事
故
に
よ
る
障
害
年
金
や
母
子
 

年
金
は
も
と
よ
り
、
将
来
、
老
令
年
金
 

を
受
け
る
た
め
必
要
な
納
付
期
間
が
不
 

足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
り
、
 

生
活
の
支
え
を
失
な
う
こ
と
に
も
な
り
 

か
ね
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
き
ち
ん
と
 

納
め
、
将
来
、
年
金
を
も
ら
え
る
権
利
 

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
 

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
 

す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
 

お
か
な
い
で
、
役
場
国
民
年
金
係
ま
で
 

是
非
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

田
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
 

利
 
用

に

 
つ
 
い
 
て
 

休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
急
病
 

や
事
故
な
ど
で
負
傷
さ
れ
た
急
患
に
応
 

急
的
診
療
を
行
う
施
設
と
し
て
、
昭
和
 

五
十
三
年
一
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

以
来
セ
ン
タ
ー
の
存
在
も
地
域
住
民
 

の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て
患
者
の
利
用
も
 

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
年
間
受
診
者
は
 

一
万
人
を
越
え
ま
し
た
。
特
に
最
近
で
 

は
利
用
者
が
激
増
し
て
、
一
日
の
受
診
 

者
が
三
百
人
を
越
え
る
日
も
あ
り
ま
す
。
 

利
用
者
の
増
加
に
伴
な
い
患
者
の
中
に
 

は
、
急
患
以
外
の
方
も
相
当
数
見
受
け
 

ら
れ
、
一
般
休
日
診
療
所
の
よ
う
な
状
 

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
救
急
 

医
療
セ
ン
タ
ー
本
来
の
使
命
が
十
分
発
 

揮
さ
れ
な
い
事
態
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
 

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
初
期
救
急
医
 

療
を
行
う
施
設
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
 

識
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
に
つ
い
て
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
診
療
日
等
は
、
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

診
療
日
 

日
曜
日
、
及
び
国
民
の
祝
 

防
火
管
理
者
資
格
取
得
 

講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
 

田
川
地
区
消
防
本
部
で
は
、
消
防
法
 

に
定
め
る
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
 

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

記
 

一
、
講
習
会
日
時
 

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
八
日
困
、
 

二
十
九
日
岡
の
二
日
間
、
午
前
九
時
か
 

ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
（
両
日
と
も
）
 

」
、
講
習
会
場
 

田
川
市
平
松
町
三
番
三
十
六
号
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
大
会
議
室
 

』
一
、
講
習
申
込
 

テ
キ
ス
ト
料
三
千
円
を
添
え
て
所
定
 

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
写
 

真
二
枚
（
縦
四
セ
ン
チ
×
横
三
セ
ン
チ
 

）
を
添
付
し
て
申
込
む
こ
と
。
 

福
岡
県
警
察
官
（
A
）
募
集
に
つ
い
て
 

福
岡
県
警
察
官
（
A

）
採
用
試
験
が
 

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

一
、
第
一
次
試
験
 

七
月
三
十
一
日
回
 

」
、
受
付
期
間
 

六
月
十
五
日
困
か
ら
七
月
十
四
日
困
 

ま
で
消
印
の
あ
る
も
の
。
 

』
一
、
試
験
地
 

福
岡
市
、
北
九
州
市
 

四
、
採
用
人
員
 

百
二
〇
人
 

五
、
受
験
資
格
 

H
 
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
 

（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業
者
、
又
は
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
 

込
み
の
者
 

口
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
 

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
 

ま
れ
た
男
子
 

六
、
身
体
検
査
合
格
基
準
 

●
身
長
 
百
六
〇
セ
ン
チ
以
上
 

●
胸
 

囲
 

七
十
八
セ
ン
チ
以
上
 

●
体
重
四
 

十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
 

●
視
力
 
両
 

眼
と
も
裸
眼
視
力
〇
・
六
以
上
、
又
は
 

裸
眼
視
力
が
〇
・
一
以
上
で
き
ょ
う
正
 

視
力
が
一
・
〇
以
上
 

●
弁
色
力
 
正
 

常
で
あ
る
こ
と
。
 

七、
 

採
用
時
の
給
与
（
税
込
み
）
 

日
と
、
八
月
十
四
、
十
五
日
、
十
二
月
 

三
十
一
日
、
 
一
月
一
、
二
、
三
日
 

診
療
時
間
 

昼
間
受
付
時
間
 

九
時
か
ら
十
一
時
三
〇
分
ま
で
 

十
三
時
か
ら
十
六
時
三
〇
分
ま
で
 

夜
間
受
付
時
間
 

十
八
時
か
ら
二
十
二
時
三
〇
分
ま
で
 

診
療
科
目
 

昼
間
 

内
科
、
小
児
 

科
、
外
科
 

夜
間
 
内
科
、
小
児
科
 

（
外
科
診
療
は
 

し
ま
せ
ん
。
）
 

四
、
申
込
み
期
間
 

昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
七
月
 

十
五
日
ま
で
）
 

五
、
申
込
み
先
及
び
間
合
わ
せ
先
 

田
川
市
新
町
十
一
番
六
十
五
号
 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

麗
 
〇
九
四
七
四
・
四
・
〇
六
五
〇
 

香
 
典
 
返
 
し
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
の
 

か
た
が
た
か
ら
方
城
町
長
寿
会
に
高
額
 

な
香
典
返
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
長
 

寿
会
の
た
め
最
も
有
意
義
に
活
用
さ
せ
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

方
城
町
長
寿
会
連
合
会
長
 
永
末
義
雄
 

久
富
 

芳
野
 

柏
田
 

長
野
 

中
嶋
 

田
丸
 

数
一
様
（
久
 
六） 

シ
ズ
様
（
見
 

六） 

光
雄
様
（
東
 
区） 

春
夫
様
（
長
 
浦） 

キ
ョ
様
（
東
 
区） 

利
丸
様
（
東
古
門
）
 

約
 

十
二
万
千
円
 

ハ
、
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
先
）
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号
 

（
〒
八
一
二
）
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
 

課
採
用
係
 
量
〇
九
ニ
・
六
四
一
・
四
 

一
四
一
 

又
は
田
川
警
察
署
警
務
課
 

留
〇
九
四
七
四
・
二
・
二
一
二
〇
 

報
 

広
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